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４
月
か
ら
の
新
体
制

広

野

町

職

員

一

覧

町　

長　

 

遠
藤　
　

智

副
町
長 

大
和
田　

俊

教
育
長 

 

松
本　

正
人

代
表
監
査
委
員 

 

黒
田　

惣
一

総
務
課

課
長
兼
政
策
広
報
室
長

 

　

鯨
岡　

公
一

課
長
補
佐 

佐
藤　

尚
文

庶
務
係

課
長
補
佐
兼
係
長　

金
子　

一
隆

主　

査 

北
郷　

弘
貴

主　

査　

 

白
木　

健
人（
派
遣
）

主　

事　

 

片
寄　

智
史（
派
遣
）

財
政
管
財
係

係　

長　

 

佐
藤　

和
也

主　

事　

 

坂
本　

拓
貴

主　

事　

 

西
内　

玄
太

主　

事　

 

國
分　

優
希

政
策
広
報
室
（
政
策
広
報
係
）

主
任
主
査　

 

鯨
岡　

祐
紀

主
任
主
査　

 

齊
藤　

真
人

主　

査　

 

大
和
田　

徹

復
興
企
画
課

課
長　

 

高
橋　

喜
孝

課
長
補
佐　

 

小
松　

和
真

企
画
振
興
係

総
括
主
任
主
査
兼
係
長

 

　

北
郷
智
恵
子

係　

長　

 

鯨
岡　

晋
悟

主
任
主
査　

 

阿
部
加
奈
子

主　

事　

 

黒
田　

峻
介

復
興
建
設
係

係　

長　

 

久
保
田
隆
之

主
任
主
査　

真
城　

清
章（
派
遣
）

主
任
主
査　

畑
迫　

一
毅（
派
遣
）

主
任
主
査　

大
保　
　

剛（
派
遣
）

主　

事　

 

杉
下　

洋
志
（
任
期
付
）

町
民
税
務
課

課　

長　

 

遠
藤　
　

聡

戸
籍
係

主　

査　

 

武
部　
　

純

主　

事　

 

犬
塚　

愛
子

賦
課
係

係　

長　

 

松
本　

房
幸（
兼
務
）

主
任
主
査　

 

坂
本　

充
宏

主
任
主
査 

　

磯
部　

智
史

主　

事　

 

渡
辺　
　

南

主　

事　

 

遠
藤　

雅
大

収
納
係

係　

長　

 

松
本　

房
幸（
兼
務
）

主　

事　

 

戸
松　

博
通
（
任
期
付
）

健
康
福
祉
課

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

 

　

飯
島　

洋
一

課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長
兼

放
射
線
健
康
相
談
係
長

 

　

横
山　

正
文

保
健
福
祉
係

係　

長　

 

松
下
き
み
子
（
任
期
付
）

主
任
主
査　

小
澤　

信
行（
派
遣
）

主
任
主
査　

 

鈴
木　

政
人

保
険
年
金
係

主
任
主
査　

根
本　

忠
幸（
兼
務
）

主
任
主
査　

山
口　

由
希（
派
遣
）

主　

査　

 

新
妻　

秀
平

主　

事　

 

猪
狩　

稚
菜

主　

事　

 

秋
田
さ
と
み

放
射
線
健
康
相
談
係

主
任
主
査　

根
本　

忠
幸（
兼
務
）

保
健
セ
ン
タ
ー

専
門
員　

 

古
市　

良
彦

総
括
主
任
保
健
師　

佐
久
間
啓
子

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

副
主
任
保
健
師　

  

黒
田　

香
織

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

副
主
任
保
健
師　
　

矢
吹　
　

萌

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

こ
ど
も
家
庭
課

課
長
兼
保
育
所
長　

鈴
木　

秀
臣

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
係
長
兼

こ
ど
も
育
成
係
長　

加
賀　

博
行

こ
ど
も
家
庭
係

主
任
保
健
師　

 

藤
田
奈
緒
美

 

（
健
康
福
祉
課
兼
務
）

主
任
主
査　

水
野　

智
嗣（
派
遣
）

こ
ど
も
育
成
係

主
任
主
査　

 

佐
々
木
道
夫
（
任
期
付
）

主
任
主
査　

 

根
本　

明
和

保
育
所

専
門
員　

 

青
木　

寿
之

主
任
保
育
士　

 

宍
戸　

由
香

主
任
保
育
士　

 

吉
田　

美
和

副
主
任
保
育
士　

 

坂
元　

亜
希

保
育
士　

 

根
本　
　

幸

保
育
士　

 

蛭
川　

結
未

児
童
館

館　

長　

 

菅
原　

恒
二（
臨
時
）

総
括
主
任
児
童
厚
生
員

 

　

北
郷　

恵
子

副
主
任
児
童
厚
生
員

 

　

小
玉　

茉
紀

児
童
厚
生
員　

 

坂
本
絵
里
紗

環
境
防
災
課

課　

長　

 

猪
狩　

裕
一

課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長

 

　

久
田　

宗
俊

消
防
防
災
係

主　

事　

 

横
田　

侑
哉

生
活
環
境
係

係　

長　

 

志
賀　

裕
一（
兼
務
）

主　

査　

 

星　
　

悠
太

除
染
対
策
係

係　

長　

 

志
賀　

裕
一（
兼
務
）

産
業
振
興
課

課　

長　

 

遠
藤　

義
宏

課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
係
長
兼

商
工
観
光
係
長　

 

北
郷　
　

功

専
門
員　

 

根
本　

英
俊

農
林
振
興
係

主
任
主
査 

丹
野　

俊
司
（
任
期
付
）

主　

査　

 

猪
狩　

伸
彦

主　

事　

 

根
本　
　

樹

商
工
観
光
係

主
任
主
査　

 

秋
田　

尚
志

建
設
課

課　

長　

 

林　
　

聡
宏

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼

都
市
計
画
係
長　

 

松
本　

周
次

専
門
員　

 

坂
本　

久
男

建
設
係

主
任
主
査　

名
代　
　

誠（
派
遣
）

主
任
主
査　

中
上　

幸
義（
派
遣
）

主
任
主
査　

 

鈴
木　
　

亮

主　

事　

 

渡
辺　
　

駿

都
市
計
画
係

主　

事　

 

谷
平　
　

涼

主　

事　

 

遠
藤　

尚
己

出
納
室

参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
室
長

 

渡
辺　

弘
幸

出
納
審
査
係

係　

長　
 

林　
　

澄
子

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

教
育
次
長
兼
課
長　

坂
本　
　

淳

学
校
教
育
係

課
長
補
佐
兼
係
長　

鯨
岡　

圭
介

主　

査　

 

晝
間　

芳
樹（
派
遣
）

主　

査　

 

根
本　
　

環

主　

事　

 

遠
藤　

結
花

幼
稚
園

課
長
補
佐
兼
園
長　

根
本　

美
江

主
任
教
諭　

 

松
下　
　

愛

主
任
教
諭　

 

新
妻　

有
貴

教　

諭　

 

山
田　

優
花

教　

諭　

 

山
田　

仁
美

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
（
公
民
館
）

課
長
兼
館
長　

 

岡　
　

修
一

生
涯
学
習
係

総
括
主
任
主
査
兼
係
長

 

芳
賀　

弘
美

議
会
事
務
局

参
事
兼
局
長　

 

松
本　

貴
文

書
記
（
主
任
主
査
） 

鈴
木　
　

恵

農
業
委
員
会
事
務
局

局　

長　

 

黒
田　

泰
将

８
年
ぶ
り
の
再
開

～ 
浜
下
り
神
事
（
た
ん
た
ん
ぺ
ろ
ぺ
ろ
）

 

～

　

我
が
国
に
お
け
る
ま
つ
り
の
歴
史
は
、
感
謝
や
祈
り
、
五
穀
豊
穣
、

神
仏
お
よ
び
祖
先
を
祭
る
行
為
で
あ
り
、
様
々
な
形
態
で
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
つ
り
は
日
本
人
の
心
を
後
世
に
継
承

さ
せ
る
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
休

止
と
な
っ
て
い
た
広
野
町
内
の
ま
つ
り
を
再
開
す
る
こ
と
は
、
町

民
の
心
を
癒
す
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
ま

つ
り
を
通
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
絆
を
深
め
、
新
生
広
野

町
創
出
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
う
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
浜
下
り
神
事
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

歴　

史

　

浅
見
川
の
下
流
域
に
あ
る
男

神
の
鹿
嶋
神
社
の
神
輿
と
、
上

流
域
に
あ
る
女
神
の
大
滝
神
社

の
神
輿
が
町
内
で
合
流
し
、
太

平
洋
で
身
を
清
め
五
穀
豊
穣
を

祈
る
神
事
で
、
太
鼓
と
笛
の
音

か
ら
「
た
ん
た
ん
ぺ
ろ
ぺ
ろ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
と

さ
れ
、
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
、

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
行
事
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
東
京
電

再
開
に
向
け
て

　

鹿
嶋
神
社
は
震
災
の
津
波
の

影
響
で
社
殿
が
浸
水
、
中
に

あ
っ
た
神
事
に
使
う
太
鼓
や
衣

装
は
傷
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
全
町
避
難

後
、
町
内
に
戻
っ
た
氏
子
は
半

減
し
、
人
手
不
足
も
深
刻
で
し

た
。

　

そ
れ
で
も
氏
子
ら
が
「
次
世

代
に
残
し
た
い
」
と
動
き
、
町

も
「
伝
統
行
事
が
心
の
復
興
に

は
欠
か
せ
な
い
」
と
、
意
見
交

ま
つ
り
の
再
開

　

４
月
８
日
、
震
災
と
原
発
事

故
で
中
断
し
て
い
た
浜
下
り
神

事
が
８
年
ぶ
り
に
復
活
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

鹿
嶋
神
社
で
神
事
を
行
っ
た

後
、
法
被
を
着
た
担
ぎ
手
た
ち

が「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し
ょ
い
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
町
の
人
た
ち

は
道
沿
い
で
出
迎
え
、
賽
銭
を

渡
し
た
り
、
拍
手
を
送
っ
た
り

し
て
復
活
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
海
で
の

み
そ
ぎ
の
儀
式
「
潮し

お

垢ご

離り

」
を

行
い
、
担
ぎ
手
た
ち
は
波
が
押

し
寄
せ
る
浜
辺
に
下
り
、
海
に

入
っ
て
神
輿
を
３
周
さ
せ
な
が

ら
「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

　

氏
子
総
代
の
根
本
賢
仁
さ
ん

は
「
氏
子
だ
け
で
な
く
、
企
業

も
参
加
し
て
く
れ
た
。
復
興
に

向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
上

で
も
意
義
の
あ
る
神
事
と
な
っ

た
」
と
感
慨
深
げ
に
語
り
ま
し

た
。

力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
う

担
い
手
不
足
に
よ
り
中
断
し
て

い
ま
し
た
。　
　

換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、

県
の
補
助
を
受
け

て
道
具
を
修
理
し

た
り
、
衣
装
を
新

調
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
企
業
の
社
員

や
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
等
学
校
の
生

徒
の
協
力
で
担
ぎ

手
も
確
保
す
る
こ

と
で
き
、
再
開
に

こ
ぎ
着
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「男神」の鹿嶋神社の神輿

まつりに携わった関係者たち

広野駅前での祈祷の様子


